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【
佐
賀
新
聞
１
月
２
７
日
抜
粋
】 

養
殖
ノ
リ
色
落
ち 

太
良
町
沖
で
は

重
症
も 

赤
潮
は
冷
凍
網
の
張
り
込
み
直
後
の

９
日
か
ら
太
良
町
沖
で
確
認
、
広
が
っ

て
き
た
。
２
３
日
に
あ
っ
た
県
有
明
海

漁
協
の
冷
凍
網
ノ
リ
の
初
入
札
で
全
体

の
平
均
単
価
は
１
７
円
６
０
銭
だ
っ
た

が
、
同
漁
協
た
ら
支
所
（
太
良
町
）
の

平
均
は
６
円
７
２
銭
に
な
る
な
ど
西
部

は
厳
し
か
っ
た
。  

【
西
日
本
新
聞
１
月
２
９
日
】 

佐
賀
県 

有
明
海
養
殖
ノ
リ 

色
落

ち
被
害
拡
大 

太
良
町
沖
で
重
度
の
例  

太
良
町
や
鹿
島
市
、
白
石
町
沖
の
有

明
海
で
、
養
殖
ノ
リ
の
「
色
落
ち
」
被

害
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
二
十
八

日
、
県
有
明
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
の
調

査
で
分
か
っ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
太
良

町
沖
で
、
ノ
リ
が
黄
色
く
見
え
る
重
い

被
害
も
確
認
し
て
お
り
、
漁
業
者
ら
に

注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。 

同
セ
ン
タ
ー
は
九
日
か
ら
同
海
域
で

ノ
リ
の
栄
養
分
と
な
る
海
中
の
窒
素
な

ど
（
栄
養
塩
）
を
摂
取
す
る
ケ
イ
藻
赤

潮
を
確
認
。
二
十
六
日
に
行
っ
た
調
査

で
は
、
四
段
階
の
色
落
ち
判
定
で
太
良

町
沖
の
二
カ
所
が
最
も
重
い
「
レ
ベ
ル

４
」
だ
っ
た
。 

タイラギ不漁 
【
佐
賀
新
聞
１
月
１

８
日
】
有
明
海
の
タ
イ

ラ
ギ
漁
が
今
季
も
不

漁
に
あ
え
い
で
い
る
。

漁
そ
の
も
の
は
三
季

連
続
で
解
禁
さ
れ
、
藤

津
郡
太
良
町
の
県
有

明
海
漁
協
大
浦
支
所

管
内
か
ら
は
一
日
平

均
五
、
六
隻
が
出
漁
す

る
。
極
度
の
不
漁
だ
っ

た
昨
季
こ
そ
上
回
る

が
、
採
算
が
合
う
の
は

今
月
末
ま
で
と
漁
業

者
の
表
情
は
厳
し
い
。 

早
湾
干
拓
事
業
に
起
因
す
る
と
し
て
、
有

明
海
訴
訟
団
が
国
に
開
門
を
求
め
て
い

る
。
太
良
町
か
ら
も
多
く
の
漁
業
者
が
原

告
に
加
わ
っ
て
い
る
が
、
裁
判
の
長
期
化

に
伴
い
、
裁
判
か
ら
離
れ
、
廃
業
す
る
人

が
少
な
く
な
い
。 

 

昨
年
十
一
月
、
長
崎
の
水
産
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
西
海
区
水
産
研
究
所
が
、
タ
イ

ラ
ギ
の
養
殖
技
術
を
開
発
し
た
。
種
苗
の

確
保
や
量
産
化
、
採
算
性
な
ど
課
題
が
多

く
、
実
用
化
を
疑
問
視
す
る
声
も
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
有
明
海
か

ら
タ
イ
ラ
ギ
漁
が
消
え
て
い
く
と
の
危

機
感
も
強
い
。
「
豊
か
な
有
明
海
を
取
り

戻
し
、
タ
イ
ラ
ギ
漁
で
再
び
食
っ
て
い
け

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
」
―
。
漁
業
者
の

切
な
る
願
い
を
受
け
止
め
な
が
ら
、
現
実

問
題
と
し
て
裁
判
の
行
方
と
有
明
海
で

タ
イ
ラ
ギ
養
殖
が
う
ま
く
い
く
の
か
、
追

っ
て
い
き
た
い
。 

■
タ
イ
ラ
ギ
漁 

昨
季
は
解
禁
か
ら
２

日
間
だ
け
操
業
し
、
水
揚
げ
は
貝
柱
重
量

で
わ
ず
か
２
㌔
。
今
季
の
県
有
明
水
産
振

興
セ
ン
タ
ー
の
調
査
で
は
、
推
定
生
息
数

は
１
３
５
万
個
。
推
定
生
産
量
か
ら
算
出

し
た
貝
柱
重
量
は
３
．
５
㌧
。
最
も
多
く

生
息
し
て
い
る
福
岡
県
大
牟
田
市
沖
の

地
点
で
、
７
、
８
割
が
立
ち
枯
れ
斃
死
（
へ

い
し
）
し
て
い
た
。 

韓
国
の
子
ど
も
達 

諫
早
・有
明
海
視
察 

昨
年
、
有
明
弁
護
団
と
と
も
に
韓
国

水
環
境
賞
（
韓
国
環
境
府
等
主
催
）
を

受
賞
し
た
干
潟
再
生
に
取
り
組
む
韓

国
の
子
ど
も
達
が
来
日
し
た
。 

【
読
売
新
聞
１
月
１
７
日
抜
粋
】 

韓
国
の
子
ど
も
ら
環
境
学
習
、
漁
業

者
か
ら
有
明
海
の
現
状
聞
く 

韓
国
で
環
境
保
護
に
取
り
組
ん
で

い
る
子
ど
も
た
ち
１
４
人
が
来
日
し
、

１
４
日
、
太
良
町
の
大
浦
公
民
館
で
地

元
の
漁
業
者
か
ら
有
明
海
の
現
状
を

聞
い
た
。 

漁
業
者
か
ら
二
枚
貝
「
タ
イ
ラ
ギ
」

が
と
れ
な
く
な
っ
た
、
長
引
く
不
漁
の

せ
い
で
離
婚
を
し
た
り
、
自
殺
し
た

り
、
借
金
を
抱
え
た
り
す
る
漁
業
者
が

増
え
た
と
の
説
明
を
受
け
た
子
ど
も

た
ち
は
、
「
諫
早
湾
を
守
る
た
め
に
活

動
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
い
る
か
」

「
干
潟
が
な
く
な
り
、
魚
の
産
卵
場
所

が
な
く
な
っ
た
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
？
」
な
ど
と
活
発
に
質
問
し
た
。 

大
浦
地
区
で
は
最
盛
期
の
三
十
年

前
、
二
百
隻
以
上
出
漁
し
て
い
た
。
諫

早
湾
干
拓
事
業
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ

う
に
漁
獲
量
は
減
り
、
シ
ー
ズ
ン
を
通

し
て
の
休
漁
が
何
年
も
続
い
た
こ
と
も

あ
る
。
昨
季
の
水
揚
げ
は
貝
柱
重
量
で

二
㌔
。
今
季
は
多
い
日
で
一
隻
当
た
り

十
㌔
を
超
え
る
も
の
の
、
潮
の
流
れ
が

少
し
で
も
速
く
な
れ
ば
三
、
四
㌔
し
か

採
れ
な
く
な
る
。 

大
浦
地
区
で
は
漁
業
で
は
食
べ
て
い
け

ず
、
港
湾
工
事
や
瀬
戸
内
海
の
潜
水
漁

に
出
稼
ぎ
す
る
人
が
多
い
。
だ
が
、
不

況
の
あ
お
り
で
港
湾
工
事
が
減
り
、
賃

金
も
抑
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。 

 

タ
イ
ラ
ギ
不
漁
な
ど
漁
業
被
害
は
諫

漁業者の説明に熱心にメモをとる韓国

の子ども達（諫早干拓地において） 


